
 先週２６日から学校は始まっていましたの

で、生活のリズムや体調は慣れてきたと思い

ます。  

先週の台風１０号の被害は

大丈夫だったでしょうか。 

今日から２学期の本番です。まだ暑い日が続きますが、勉強やスポ

ーツなどしっかりと頑張って欲しいと思います。  

 さて、今日の始業式で以下のことを話しました。  

 ８月３日（土）、今年度も鬼塚校区防犯協議会の方々に、「スズメバチ捕虫器」の取

り付けをしていただきました。ペットボトルに酒、酢、砂糖を入れ、ペットボトルに

切り込みを入れてスズメバチが逃げられないような仕掛けです。  

 校舎敷地内の数か所に設置し、すでにスズメバチ等が捕獲されています。  

児童の安全のために、いつもありがとうございます。  

【学校教育目標】 『笑顔いっぱいの学校づくり』 

～温かい心で共に高め合い、主体的に取り組む子供の育成を目指して～ 
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ペンギンはどこかに移動する時、まず群れの中の１匹が動きだし、その後に

残りの群れがしたがって動くという習性があります。 

南極に暮らすペンギンたちは、海に飛び込んで食料となる魚を捕る必要があ

りますが、海にはシャチやアザラシ、オットセイなど、ペンギンにとっては天

敵である肉食獣が、ペンギンを狙って海の中で待っています。「魚は食べたいけ

ど、もしかしたら天敵に食べられてしまうかもしれない。」 ペンギンは、そう

していつも氷の上で右往左往しています。  

しかし、中には天敵に食べられる危険をものともせず、自分を信じてチャン

スを掴もうとする勇気のあるペンギンがいます。それが「ファーストペンギン」で

す。アメリカでは、このように勇気をもって未知の世界や仕事に飛び込むこと

を「ファーストペンギンスピリット」と言うそうです。 

ファーストペンギンは、天敵に食べられる危険がありますが、誰よりも先に

餌にありつき、お腹いっぱいになるチャンスがあります。それだけでなく、仲

間が安心して海に入ることができる状況をつくることで、群れにも大きな貢献

ができます。 

学校での活動や普段の生活も同じです。何か新しいことに挑戦する時は、フ

ァーストペンギンのように「行くぞ」「やるぞ」といった勇気や覚悟が大事です。

自信や勇気がないから発言しなかったり、行動しなかったりする人はたくさん

いると思います。でも、何をするにも怖がって、最初の一歩を踏み出さなけれ

ば、チャンスは掴めません。そして、進歩もありません。  

ぜひ、ファーストペンギンのように、最初の一歩を踏み出す勇気や覚悟をも

って、自分の無限の可能性を引き出し、どんどん伸ばしてほしいと思います。  


